
東消式高発泡消火器の開発について

l はじめ

京消式発泡器(消防科学研究所報第7号掲敏)の開

より$倍率の刈ぃ消火泌を容主惑に発生すること

可能となり，当研究室では，この発泡機構を応用した

消防機穏にか Lわる一連の絞究開発令進めており，

の一環として高発泡消火穏を開発したものである。

最近，納火災に対する消火戦法比消火効率的に?

ぐれてレると L、う懲自により，高膨張泡によるl戦法に

移行しつ Lあるすう労にあるが，この問題は2 一人消

防機関のみでなく法令にもとずく情火設備F あるL

消火認等に対しても消火効率を向上させる意味で，当

然考えられるべ設問題でおる。特に鳴般家蕊にまで科三

及しつ々ある消火器は，初期消火用として最も重要な

ものでふち，消火惣力の向上をはかる必要は大L

うと a皆、うものでおる。 A活発泡消火涼は.ジ;一一iニのよう

な理由から開発したものであるが，予算等の制限もあ

て，成存の水約火器を利用しているので完成品とし

うものはなL、。したがって細部の構造などより，むし

消火照にも高潔張泡が潜入できるという間総的た読

を主にとらえ報告するものである。

2 構造声機

戸i発泡消火器の構造は，第1図のとおりでゐる。既

存の手持式;水消火設誌を主体としたもので，機意去を機総

的な面からみると， ゴムホースの先端に展開式噴霧ノ

ズルをお:付け， ノズルの先端から続方100酬の位置に

直径140凹の発泡ネットを取付けただけのものであり，

発泡機構法東消式幾泡器と変ったく向じで為る。

その地では，発泡中における移動伶をよくするた

め，消火器下部に4ケのキャスターを取付けたこと，

すこ泡j筑波混合談設立の一例としてワンタッゅによる

ロート式混合装置を設けたこと，さらには，泡の放射

距離を揃うため，ズルムホ…スの!践に殺さ40c盤
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1図蒸発泡鴻火器の機滋

控度の級生パイヅを設けたことなどなどがあげられ

る。なお，消火需の多目的使用を考え，発泡ネットを

お?曲式とし水，泡どちらでも放射勺きる携造と

た。

およそ手押式消火器の場合は， 水または泡を放射

常に隙体的労働をともなうわけであるが，その校

労度は， ノズノレの性状と関係がある。すなわち，高庄

して多くの水畿な要する機合は，瞬間的以疲労度が

大きくなる。したがって，ノズルの性状，構造は，消火

器内の水溶液を全部放射するまでふ家り疲労者ど感

しかも発泡状態のよレものでなければならない。

各人各称の試験結果では，手押式消火'imを成人が操作

する場会，最もスムースな状態であるノズル圧力は

0.6-1. 0均/ロn2程度でゐる。この数字をもとに設計し
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たノズノレが第 2図に示すものである。型式t主，展開型

の噴鱗/丸ノレであり z 渋滞品としだ Vなくり会F混とし

て議作したもので，外絡を回転さサることにより噴霧

の展開角度を自由に変えられる方式とし展開角と発

泡性状の関係を把握で診る構造とした。な札機事長ノ

スノレの放 τマ嬢t主主Z とお るa

第3図放水曲線

〈展澱角度400)

ノo /S 
放水董(-i/mi 

発泡i翌日をよくするためには，1スノレの伐に従泡ネ

ットも重要な要素の一つである。第3図に示すノス

ノレ，すなわちノス.ル圧力 1kgjω2で，放水量101 jmin 

斜度の組:刈/スノレで発泡状態の殺もよいネットを選定

しなければならない必要から，各種ネットによる発泡

実験の結果第 1表に示す諸元の不ットが，発泡状態が

もよく，これを高発泡消火器郊の発泡ネットとして

議定した。

なお，発泡用に使用する泡原液は，界面活性剤系の

発泡献で鼻水との絡会比2%以上で使用ナ

第1
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3. 性能，特徴

発;鮒受諾

水溶液の泡原液濃度2%，ノスル圧力 O.8i::O. 2kgj 

佃 2(手押式のため庄力変動がある)， 水槽内の水溶液

量151を安験条件とし発泡才、 γ ト面における噴筏内

の直径を変化させ，その時の紘泡量，泡の倍率，放射

時間， i包放射距離等を測定したが，その結果は第4図
のとおりで、ある。
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泡の治率が最も大数いところ i土，噴l似すの産経が

70mm程度のところで，その値は70倍，その時の総泡量

は1，0501でおり，との付近が溌泡状態の最もよい

ころ℃ふる。なお皆殺泡状態はほ V連続的であり，

押式ではあるが圧力変動による影怒はあまりない。

2. 消火能力

消火総力の浪115誌は. r消火拐の技術上の続格を定め
る省令」にほ v準じ B火災(油火災)について行っ

たものである。

条件は，第5出ぶぶすとおり℃あり，オイルパンの

寸度および燃焼表面積等は，省令にもとずく消火能力

単位に応じたもので，第2表のとおりである。

実験は，室内において無淡な状態で行;ない，点火
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第5圏実験条件

断面図 平面白
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オイルパン一
辺の長さ(L)

141. 3佃

155.0cm 

第3表消火実験結果

考

秒後に消火を開始した。結果は，第3表のとおりであ

る。

実験は，消火能力単位10および12単位を，それぞれ

3回づっ実施した程度であるが，第3表によると，消

火者による消火技術の差異もあってか，実験値も定常

的なものではないが，いずれにせよ、 12能力単位まで

は消火可能であることがわかった。既存の101型泡消

写真 1 12能力単位の消火実験状況
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火探の消火能力が5-6単位であるのに比絞すると，

はるかにすぐれていることがわかる。また.12単位以

上の消火興験は実施していないが，第3表12単位にお

ける実験偉から推察すると，消火技術にもよるが.12 

単位以上のものも消火可能と考えられる。

3.特徴

このたび開発した高発泡消火器の最たる特徴:主，も

ちろん高膨張泡を発生する消火!~ということである

が，その他の特徴をあげると次のとおりである。

(1) 他のB火災用消火器に比較し，消火能力がきわめ

て大きL、。

(2) 泡消火抵水消火器の両面を兼織している。

(3) 泡の倍率および放射距離をある範鹿内で自由に夏、

えられる。

(4) 他の消火穏に比し取扱いが容易である。

(5) 発泡中においても泡用水溶液の補充ができるの

で，ある意味では無限に発泡できる。

(6) 消火にかぎらずj向車散水等日常的なものにも利

用でき多目的な使用が可能である。

(7) 泡原液の取扱いは，専門業者等に依頼する必要は

なく誰にでもできる。また泡原液も従来の泡剤等

に比較し安価である。

4. おわりに

このたび開発した消火器は，従来の消火器とはまっ

たく内容を異にするものであるから，当然「消火罷の

技術上の規格を定める省令」で定める操作方法から分

類すると，泡消火涯ではなく，あくまでも水消火器に

該当するものである。したがって現用規格からすれ

ば，高膨張泡を発生することが可能な水消火器という

ことになるが，従来，高発泡消火器というものがなか

った立けに，これもやむを得ない事情である。しか

し規格そのものは社会状勢に応じ改正されるもので

あり，今後高発泡型の消火器が，一般社会において認

められるならば，当然規格の中に高発泡型消火器とい

う新しい型の消火器が登場してしかるべきである。

法的な問題はいす.れにせよ，高膨張泡11.社会のす

う勢に応じ利用範囲も次第に広範におよんでおり，消

火器にまで利用される時代が到来したように思うもの

であり，当所究室では今後とも一連の研究を進める予

定である。

おわりにのぞみ，消火実験やノズルの試作にあた

り， 日本消防検定協会および東京消防庁消防機械工場

からそれぞれに協力をいたどき深甚なる謝意を表する

ものである。(文責，沼田勇治〉
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